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＜全国学力・学習状況調査の結果から＞ 

（１）全体（県との比較，経年比較から） 

   全体的には，国や県と比較すると問題Ａ・問題Ｂともに良好であり，特に「書くこと」の領域において

は，昨年と比較すると伸びが見られる。しかし，「読むこと」「言語についての知識・理解・技能」の領

域においては，昨年よりも若干下回っているという結果であった。 

     また,出題形式別に見ると選択問題は良好であるが，短答問題や記述問題に無解答が多くなって

いることが課題である。 

 

（２）良好といえる点（◇は，昨年度，今年度ともに良好な点） 

・文脈に即して漢字を正しく読むことができる。（◇） 

・漢字の成り立ちについて理解することができる。 

・文脈の中における語句の意味を的確にとらえる。 

 

（３）課題点及び指導のポイント（◆は，昨年度，今年度ともに課題点） 

  

①①語語句句のの意意味味をを理理解解しし，，文文脈脈のの中中でで適適切切にに使使ううここととががでで    

ききるる  

○問題 Ａ１０三 

 

イ  会議で決を採る               

 

エ 父が学校に来ると申しておりました  

 

オ ほっておけない性分だ              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・類義語を取り上げ，相手や場面に応じて使い分けてみたり，  

同音異義語を取り上げその意味の違いについて考えたりとい  

った学習活動を取り入れる。 

・新出漢字を学習する際，その漢字を使った熟語を調べて書く 

など幅広い学習をし，定着するまで繰り返し，学習すること 

が必要である。 

 

 

中学３年 国語 

☛分析 

同音異義語・漢字・敬語など，語句の意味を正しく理解し，確

実に書けるまでに定着していないことが考えられる。 
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  ②②表表現現のの仕仕方方やや文文章章のの特特徴徴にに注注意意ししてて  

読読むむここととががででききるる  

○問題 Ｂ１二                

 

 

 

 

 

       

 

指導改善のポイント 

・複数の文章を読み比べることを通して，文章の 

構成や展開，表現の仕方について自分の考えを 

もつような場を設定する。 

・文学的作品や新聞等の文章に読み慣れるように 

する。 

（家庭学習，授業等で読む機会をもつなどの工夫 

が必要） 

 

 

 

 

                                           

                      

○問題 Ｂ２三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

                                          

  

  

☛分析 

文章を比較読みし，特徴をとらえられない

ことや新聞等の文章の内容を読み取れないこ

とが課題として考えられる。 

☛分析 

条件１と条件２と二つの条件を満た

す文章を書くことに課題がある。また，

自分の考えを自分の言葉で書くことに

苦手意識があると考えられる。 

③③資資料料のの提提示示のの仕仕方方をを工工夫夫しし，，そそのの方方法法ににつついいてて具具体体的的  

にに説説明明すするるここととががででききるる  

指導改善のポイント 

・条件つきや課題のある文章（テーマ・字数・  

キーワードなど）を書く活動を定期的に取り 

入れ，評価を返すようにする。 

・考えを書く場（ふりかえり・自己解決の場など）

を設定し，自分の考えをもたせるようにし，その

考えの理由もわかりやすく書けるようにする。 
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  ④④主主語語をを入入れれてて，，一一文文をを二二文文にに分分けけてて書書くくここととががででききるる  

○問題 Ａ４二  

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

指導改善のポイント 

・日常的に，主述や修飾・被修飾などの語句の関係を意識するよ 

うにする。 

・推敲の学習においては，単に文章を修正するだけではなく，な 

ぜ修正するのかという理由を説明できるようにする。 

 

 

 

 

 

＜今後の指導にあたって＞  

  ○ 授業に自分の言葉で書く，話す活動を多く取り入れる。その際，ペア・グループ活動で

行う場合は，評価の観点を明確にし生徒と共有するとともに，教師も評価しながら，個

別にまたは一斉に指導を入れていくことが大切である。 

  ○ 読書生活を豊かにすることが有効と考えられる。教科書の教材に加えて，新聞や意見文，

文学的な作品などの文章にふれ，自分なりの意見や感想をもたせる学習活動を多く取り

入れることが必要である。 

  ○ 漢字や言葉のきまりなどの言語事項においては，実際に書いたり，使ったり，語句の意

味を考えたりする機会を多く取り入れ，習熟を図るようにすることが求められる。日常

的にも使えるようにし，語感を磨き，語彙を豊かにすることを目指す。 

 

☛分析 

無解答も多かったことから，「目標です」の述語に対応する主語を

補うことが難しかったと考えらえる。 

 

日 々 の 積 み 重

ねが大切！ 
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